
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

。
【請求項２】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、例えば、圃場で収穫された穀類を作業場に搬送する穀類容器の取扱い装置に
係る技術分野に属する。
【０００２】
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ホッパーと、ホッパー底部に穀類搬送手段を備えた平面長方形状の容器本体の長辺側の
両側略中央部を移動支持体に回動支持手段を介して連結し、この回動支持手段を中心に容
器本体を水平、垂直姿勢に回動操作可能とし、容器本体と移動支持体との間に容器本体の
水平、垂直姿勢を保持させるロック手段を設けるようにした穀物容器の取扱い装置におい
て、前記ロック手段は、回動支持手段の回動軸線を境とする両側容器部分に容器本体の水
平姿勢では一方が、垂直姿勢では他方が夫々移動支持体のピンに選択的に係合する容器本
体の回動操作により自重によって回動する容器本体の水平、垂直姿勢保持用の一対の回動
ストッパーにて構成したことを特徴とする穀物容器の取扱い装置

両回動ストッパーは、一端が容器部分に回動自在に軸支され、かつ回動角度が容器に設
けた回動規制部によって規制されていることを特徴とする請求項１記載の穀物容器の取扱
い装置。



【従来技術とその課題】
　従来のこの種穀類容器の運搬車への搭載又は荷卸し格納時の取扱いは、穀類容器の左右
外側の前後４ケ所にキャスターをもつ支持手段を着脱可能に装着し、一方、穀類容器の左
右中央部に設けた昇降リフターを、運搬車の荷台上面に作用させて荷台面から穀類容器を
若干上昇させた状態で前記昇降キャスター機構の脱着操作を行い、穀類容器を荷台上に搭
載するか或は荷卸しし、所定の場所に格納するようにしたものである。このような従来例
によれば、穀類容器の運搬車への搭載又は荷卸し作業に煩雑性があるばかりでなく、不使
用時に格納する場合、穀類容器の平面形状そのままの広いスペースが必要であること、及
び狭い所を通ることができないことがあるなど取扱い上の不都合があった。
【０００３】
　本発明の目的は、運搬車への搭載，荷卸し格納作業などが容易にでき、加えて、格納ス
ペースの大巾な縮小が図れる穀類容器の取扱い装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　

【０００５】
【発明の実施の形態】
　図面について本発明実施例の詳細を説明する。
　図１は本発明装置の使用状態を示す側面図、図２は図１の正面図、図３は増ホッパーを
折りたたみ格納した状態を示す装置の斜視図、図４は穀類容器の水平姿勢時における本発
明の要部を示す拡大正面図、図５は穀類容器の垂直姿勢時における本発明の要部を示す拡
大正面図、図６は穀類容器の移動支持体の一部切欠側面図である。
【０００６】
　図１～図３について本発明穀類容器Ａの構成を説明する。
縦桟枠１ａと横桟枠１ｂにより平面形状が長方形の立方枠体１を構成し、この立方枠体１
の内側には、これの長手軸線方向にそって断面形状がＶ字形をした底板２をもつホッパー
３が形成されている。前記底板２の谷部に形成されたＵ字溝構造の凹所２ａに、モータ４
により駆動される穀類移送用のスクリュー移動体５を装架する。
【０００７】
　立方枠体１の長辺側の横桟枠１ｂには、外周及び中間部が縦桟枠６ａと横桟枠６ｂとに
よって補強せしめた側板７を、蝶番８によって起伏可能に連結するとともに、立方枠体１
の短辺側の横桟枠１ｂには、長辺側の横桟枠１ｂに軸支した連結板９に下端を固定し、縦
，横桟枠６ａ，６ｂで補強された側板１０が起伏自在に連結されており、前記側板７，１
０によって増ホッパーＢを構成する。
【０００８】
　図１から明らかなように、前記増ホッパーＢを構成する長辺側の側板７は、
内の上部、詳しくは、この側板７の厚み分下がった内面に蝶番８にて軸支され、２枚の側
板７が水平姿勢に折りたたまれたときに、両側板７の上面が立方枠体１の上部横桟枠１ｂ
上面と一致するように構成する。図中１１は両側板７の水平姿勢を維持するためのストッ
パーである。又立方枠体１の短辺側に連結した両側板１０はそのまま内向きに折りたたま
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上記目的は、ホッパーと、ホッパー底部に穀類搬送手段を備えた平面長方形状の容器本
体の長辺側の両側略中央部を移動支持体に回動支持手段を介して連結し、この回動支持手
段を中心に容器本体を水平、垂直姿勢に回動操作可能とし、容器本体と移動支持体との間
に容器本体の水平、垂直姿勢を保持させるロック手段を設けるようにした穀物容器の取扱
い装置において、前記ロック手段は、回動支持手段の回動軸線を境とする両側容器部分に
容器本体の水平姿勢では一方が、垂直姿勢では他方が夫々移動支持体のピンに選択的に係
合する容器本体の回動操作により自重によって回動する容器本体の水平、垂直姿勢保持用
の一対の回動ストッパーにて構成したことにより達成される。
　上記目的は、請求項１において、両回動ストッパーは、一端が容器部分に回動自在に軸
支され、かつ回動角度が容器に設けた回動規制部によって規制されていることにより達成
される。

ホッパー３



れ、側板１０の左右側縦桟枠６ａの内面が、立方枠体１の長辺側上部の横桟枠１ｂ上に乗
載支持され、水平姿勢が保たれる。
【０００９】
　増ホッパーＢを構成する短辺側両側板１０の一側外面、詳しくは、図３に示すように、
側板１０の外面中央縦方向に設けた補強用の縦桟枠６ａの下端に、この側板１０の起立姿
勢時に立方枠体１の短辺側の上部横桟枠１ｂの外面に自動的に圧接係合し、折りたたみ姿
勢時に係合が自動的に解除しうるロック板１２をとりつけたものである。このロック板１
２は、起立姿勢時に立方枠体１の上部横桟枠１ｂの外側面に圧接し、折りたたみ姿勢に移
行する時に立方枠体１の横桟枠１ｂ外面にならって追従する自動復帰習性をもつ弾性材料
にて形成する。
【００１０】
　次に、増ホッパー姿勢と格納姿勢を ための連結手段、即ち連結金具について説
明する。
　連結金具１３は次のように構成されている。即ち、増ホッパーＢの短辺側を構成する側
板１０の左右縦桟枠６ａの外側上部、詳しくは、長辺側側板７の縦桟枠６ａの外側面と同
一面となる縦桟枠６ａの上部に軸受筒１４を水平に設け、この軸受筒１４に軸杆１５を回
動自在に軸支するとともに、長辺側側板７の左右両縦桟枠６ａの内側面に水平姿勢のピン
１６を設ける。前記軸杆１５に側板７の縦桟枠６ａの巾を介してピン１６に下側から回動
係脱する凹所（図示略）を有し、かつ、操作レバー１７をもつ係合板１８を設けたもので
、連結金具１３は上述のように構成されるとともに、この連結金具１３によって増ホッパ
ーＢの組立て姿勢と格納姿勢が確立される。又両側板７，１０，側板１０に設けたロック
板１２，連結金具１３などよりなる増ホッパーＢと、ホッパー２を有する立方枠体１によ
って穀類容器Ａは構成されている。
【００１１】
　運搬車１９の荷台２０に穀類容器Ａを搭載，荷卸し及び格納する手段について説明する
。この手段は２基一組の移動支持体Ｃと、これに軸支支持される穀類容器Ａとからなる。
この移動支持体Ｃは次のように構成されている。即ち、増ホッパーＢを構成する側板７，
１０を折りたたみ格納した状態の穀類容器Ａの高さより若干長尺で、水平姿勢の台杆２１
の前後端部下面にキャスター２２をとりつけ、台杆２１の上面中央に、図６に示すように
、上端内部に螺筒２３を設けた角パイプ構造の支持基杆２４を垂設する。この支持基杆２
４の上部に、角パイプ構造で内部に前記螺筒２３に螺合し上端にハンドル２５を有する螺
杆２６を回動自在に挿入した支持杆２７を伸縮調整可能に被嵌する。この支持杆２７の上
端内側、詳しくは、穀類容器Ａに面する側の上端に水平姿勢の円筒状のアーム２８を設け
、このアーム２８の先端に穀類容器Ａの 重心又は重心近傍に設けた水平の
軸２９が挿入され、穀類容器Ａがアーム２８を 穀類容器Ａ

【００１２】
　

【００１３】
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確立する

中央部、つまり
中心として回動し、 を水平姿勢

と垂直姿勢に保持させ、かつこの保持は穀類容器と移動支持体Ｃとの間に設けたロック手
段にて保たれる。

前記ロック手段は以下の構成となっている。穀類容器Ａの前記軸２９を境とする両側容
器部分（本例では縦桟枠１ａ）に穀類容器Ａの水平、垂直姿勢保持用の回動ストッパー３
０，３１を対向的に設ける。回動ストッパー３０，３１は前記容器部分に固定した取付金
具３２，３３に一端が夫々回動自在に軸支され、両回動ストッパー３０，３１は穀類容器
Ａの回動によって自重で回動するようになっている。回動ストッパー３０，３１には移動
支持体Ｃに設けた１ヶ所のピン３５と係合する係合凹部３０ａ，３１ａが設けられ、係合
凹部３０ａ，３１ａには内向き傾斜した誘導案内面３０ｂ，３１ｂが設けられている。又
回動ストッパー３０，３１には外向きに傾斜した度当り面３０ｃ，３１ｃが設けられ、こ
の度当り面３０ｃ，３１ｃは取付金具３２，３３に設けた回動角度規制部３２ａ，３３ａ
に当接するように臨まされる。係合凹部３０ａ，３１ａは前記ピン３５と前記軸２９とを
結ぶ距離を半径として軸２９を中心として描く円弧軌跡に一致して設けられている。



　

図中３６は、ノックピン（図示略）を挿通し、移動
支持体Ｃのアーム２８を穀類容器Ａに定着させるための孔である。
【００１４】
【動作説明】
　図４，図５について穀類容器Ａの垂直姿勢及び水平姿勢の確立作用を説明する。図４は
運搬車１９の荷台２０に 穀類容器Ａを搭載又は荷卸しする状態を示してい
る。この状態では、 自重によりピン３５に係合している。

外側方に回動し、度当り面３１ｃが取付金具３３
の回動角度規制部３３ａに当接してそれ以上の回動が規制され、移動支持体Ｃに対して穀
類容器Ａの水平姿勢が いる。
【００１５】
　 回動ストッパー３０を指先で紙
面反時計方向に回動して をピン３５から外脱したのち、手動により穀類容
器Ａを紙面反時計方向に回動すると、図５の 回動ストッパー
３１が反時計方向に回動し、これの係合凹部３１ａ側が縦桟枠１ａに当接されるとともに
、回動ストッパー３１の誘導案内面３１ｂがピン３５に当接する。この状態から実線で示
す位置、つまり穀類容器Ａが垂直姿勢に移行するに従い、ピン３５によって回動ストッパ
ー３１が自重に抗して時計方向に回動、即ち、回動ストッパー３１の誘導案内面３１ｂが
ピン３５にそって移動し、係合凹部３１ａがピン３２上に到達したときに、回動ストッパ
ー３１が自重により 下向きに回動し、図で示すように係合凹部３１ａがピン３５に
係合し、穀類容器Ａの垂直姿勢が この姿勢のまま穀類容器Ａを格納処理する。
【００１６】
　図５に示す垂直姿勢の穀類容器Ａを、図４の水平姿勢とする場合は、前記と逆に係合関
係にある回動ストッパー３１を指先で持上げ、ピン３５と係合凹部３１ａの係合を解き、
手動によって穀類容器Ａを紙面時計方向に回動する。図４の仮想線で示すように、この回
動が進行すると回動ストッパー３０の誘導案内面３０ｂの先端がピン３５に当接し、更に
回動が進行すると回動ストッパー３０は自重に抗して反時計方向に回動し、係合凹部３０
ａがピン３５に適合すると回動ストッパー３０は自重によって時計方向に回動して実線で
示すように係合し、穀類容器Ａの水平姿勢が確立し、運搬車１９の荷台２０に対する搭載
又は荷卸しが行える。
【００１７】
【発明の効果】
　上述のように本発明の構成によれば、次のような効果が得られる。
　穀類容器はこれの重心部に連結される左右一対の移動支持手段間に軸支され、軽快に水
平姿勢及び垂直姿勢の２姿勢に確立保持することができ、この２姿勢の確立が簡単な構成
によって半自動的になし得るなど取扱性の向上が図れる。加えて運搬車の荷台への搭載及
び荷台からの荷卸し作業が容易に行われるとともに、垂直姿勢で狭い場所でも移動が容易
で、格納スペースが大巾に削減しうる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明装置の使用状態を示す側面図である。
【図２】　図１の正面図である。
【図３】　増ホッパーを折りたたみ格納した状態を示す装置の斜視図である。
【図４】　穀類容器の水平姿勢時における本発明の要部を示す拡大正面図である。
【図５】　穀類容器の垂直姿勢時における本発明の要部を示す拡大正面図である。
【図６】　穀類容器の移動支持体の一部切欠側面図である。
【符号の説明】
　Ａ　穀類容器
　Ｂ　増ホッパー
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なお、前記移動支持体Ｃに設けられたピン３５は、前記アーム２８の中途部に固定した
斜め上向きに突出したストッパーアーム３４の先端に取り付けられ、係合凹部３０ａ，３
１ａに係合するように臨ませてある。

水平姿勢状態の
一方の回動ストッパー３０は，

他方の回動ストッパー３１は自重により

保持されて

図４の穀類容器Ａの水平姿勢状態で、係合状態の一方の
係合凹部３０ａ

仮想線で示すように、他方の

自ずと
確立され、



　Ｃ　移動支持体
　１　立方枠体
　１ａ　縦桟枠
　１ｂ　横桟枠
　２　底板
　２ａ　Ｕ字溝構造の凹所
　３　ホッパー
　４　モータ
　５　スクリュー移動体
　６ａ　縦桟枠
　６ｂ　横枠杆
　７　側板
　８　蝶番
　９　連結板
　９ａ　中心点
　１０　側板
　１１　ストッパー
　１２　ロック板
　１３　連結金具
　１４　軸受筒
　１５　軸杆
　１６　ピン
　１７　操作レバー
　１８　係合板
　１９　運搬車
　２０　荷台
　２１　台杆
　２２　キャスター
　２３　螺筒
　２４　支持基杆
　２５　ハンドル
　２６　螺杆
　２７　支持杆
　２８　アーム
　２９　軸
　３０　回動ストッパー
　３０ａ　係合凹部
　３０ｂ　誘導案内面
　３０ｃ　度当り面
　３１　回動ストッパー
　３１ａ　係合凹部
　３１ｂ　誘導案内面
　３１ｃ　度当り面
　３２　取付金具
　３２ａ　回動角度規制部
　３３　取付金具
　３３ａ　回動角度規制部
　３４　ストッパーアーム
　３５　ピン
　３６　孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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